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 大田市 森林資源                        

 

 森林資源 

 市 島根県 中央 置 田園都市 あ 部 日 面

西部 世界遺産 あ 石見銀山遺跡 東部 秀峰 瓶山 中心

大山隠岐国立公園 西 大 高山 あ 主峰 連山

山間傾斜地 多 複雑 地形 呈 い 瓶 静間

河 い 流路延長 短 山間地 縫う う 走

流域 耕作地 開 市街地 構成 い  

 瓶 流 多目的 あ 県営 瓶 成 7 完成

大田市 水瓶 役割 い  

 市 総面積 43,612ha あ 内森林面積 33,698ha 占

林 率 77.3％ あ 民 林面積 32,120ha 主体

人工林面積 11,051ha 人工林率 34.4％ い 民 林 樹種

面積 針葉樹 14,169ha 広葉樹 16,200ha う 5,899ha

4,523ha 2,901ha い  

 瓶山周辺 1,141ha 森林 国立公園 大山隠岐国立公園 指定

い  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－ 土地利用の状況
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 森林 所有形態等 

  当市 森林面積 33 , 698 ha 内 国 林面積 1 ,577 ha 全体 4 .7%

民 林面積 32 ,12 0 ha 全体 95 .3% あ  

  民 林 32 ,12 0ha う 25 ,475 ha 個人 林 79.3% 占 残

所 状況 市 林 び市行造 林 1 ,916ha(227 団地 ) 公社造林地

1 ,792 ha 132 団地 2 , 799ha ( )森林総合研究所

収造林地 138ha 比較的少 い状況 あ  

  保安林 2 ,571ha 水源 養 土砂流出防備 土砂崩壊防備 飛砂防

備 防風 雪崩防 防火 魚 保健 風致 保安林 指定 い  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－ 所有区分別森林面積
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 森林整備・木材生産 基本方針                    

 

 島根県 森林整備・木材生産 基本方針 

 島根県 目指 森林 木 環利用 能 構築

自 新 森林経営 森林管理 手法 推進  

 新 森林経営 管理手法 森林 公益的機能 揮 木

供給源 活用 積極的 森林経営 的 公益的機能

揮 視 コ 抑え 森林管理 手法  

 手法 選択 あ 基幹的 路 距 樹木 生長状態等

考慮 森林経営 適 森林 積極的 木 生産 経営 容易

い森林 コ 抑え 森林管理 行い  

 新 経営 管理手法 適 森林管理 行わ 木

使 植え いう 林業 環 構築 あ

わ 公益的機能 維持 能  

 

○新 経営 管理手法 示 森林施業 流 原則

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 大田市 森林整備・木材生産 基本方針 

   森林 公益的機能 高 揮 地域林業 育成 強

従来 森林資源 質 向 目指 地域 根

特色あ 魅力的 森林整備 実施 い い  

   当市 島根県 基 方針 則 森林経営 森林管理 2

手法 推進 森林 林業 木 産業 一体的 捉え 地

域産業 育成 い  

   林 作業路等 路網整備 森林組合 施業実

施体制 強 並び 労働力確保 作業 効率 林業

機械 入 施業 合理 木 事業体 育成 び基盤整備 地域 実

状 即 林業経営 健全 森 保全管理 推進等

関連諸施策 積極的 活用 森林 持 的 保全管理 経

営 木 利用 進 地域林業 活性 用 確保 向 地域 一体

組 進 い  

森林経営  
伐採 主伐  保育 間伐  造林  

森林資源の循環利用  公益的機能の発揮  

森林管理  コ トを抑えた保育 間伐  長伐期 針広混交  



- 4 - 

 

 森林・林業・木材産業を取 巻く課題と振興策             

 

第  点的 推進 事項 

  推進項目  

   市 森林 持 多面的機能 最大限 揮 健全 豊 森

進 林業 振興 通 地域 活性

事 積極的 組  

    森林整備 推進  

 木 生産体制 強  

 森林施業 約 推進  

 資源 効活用  

 地域産 木質 イ 利用 進  

 特用林産物 生産振興 森林空間 多面的利用  

 

 

  具体的 取 組 事項  

森林整備 推進  

現状  

○森林 所 者境界 関 情報 喪失 進 森林境界 明確 進 い  

○昭和 50 植 5～7齢級 保育段階 林 多 在 い  

○比較的高 高い 瓶山周辺 林 あ 近 急 枯 被害 大

い  

○石見銀山 旧仁摩 旧大田市 い 整備 進 い 市 林 公社造

林等 あ 世界遺産コ ン 中 施業 制約 い  

 

課題  

○長期的 効 的 環型施業 行う 在 高齢 進 森林所 者

意向確認 必要  

○間 等 適 施業 森林 持 土砂流出防備等 多面的機能 揮 困

 

○ 枯 被害 大 林 早期 樹種転 必要  

○世界遺産 内 環境保全 森林機能 向 目指 コ

ン ン 適合 施業 進 必要 あ

 

 

具体的 取組  

 ○市 持 地籍情報 公的情報 森林組合 共 連携

市担当部局 山林所 者 働 掛 等 協力体制

整備 森林組合 組 森林経営計 作成 推進

在 森林所 者 中心 長期的経営委

等 手法 検討 実現 能 場所 手

法 試行  
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 ○ 談会 約 説明会 等 活用 森林所 者 境界

杭 標識 設置 間 実施 働 利用間 実施 併 特

保育間 推進  

 ○ 枯 被害対策  

   石見銀山地区  

     石見銀山世界遺産 ン 周辺 世界遺産観 玄関

多 観 客 訪 い 企業等 森林整備活動 含

い 高 公益機能林 区域 森林機能 観 保全

 

   瓶記念樹地区  

     市 瓶高原線 側 瓶山 念樹周辺 林 高 公益機能林

倒駆 進  

   被害対策を実施 対象森林 区域  

     対象森林 区域 表  

 ○ 枯 跡地 森林再生 

    大田地域 い 要 森林資源 あ 林 い 造林補 事業 活用

積極的 樹種転 進  

○世界遺産区域内 あ 人工林 維持 整備 進 文 庁 協議 進 永

的 使用 森林管理 開設 行う  

 

木材生産体制 強化  

  現状  

○市内 素 生産事業体 大田市森林組合 間 主体 木 生産 行 い

 

○大田市 林 延長 51.0ｋｍ 林 密 1.6ｍ 林 整備 遅 い  

○森林作業 開設直 表層土 流亡等 流域 濁水 生 場合 あ  

 

課題  

○新植地 確保 い 主 い

推進 課題 あ  

○木 生産 定地 中心 中的 林業専

用 森林作業 開設 必要 あ  

○効率的 作業 構築 作業 開

設 採木 搬出 経費 削

減 求  

地区  

対策対象 林面積 ha 所在 林 班  

対策

対象

林 

保全 林  樹種転 進 林  

県設定区域  

高 公益機能森林 

市設定区域  

地区保全森林 

県設定区域  

被害 大防 森林 

市設定区域  

地区被害 大  

防 森林 

全域 59 59    

石見銀山地区 

保健文 機能  
20 

20 

314 い  
  

 

瓶 念樹地区 

国立公園  
39 

39 

110 い  
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具体的 取組  

○民間素 生産業者 連携 主 推進 大田市森林組

合 い 架線技術者 路網開設技術者 養成 主 利用間 木

生産体制強  

○森林経営計 作成 区域 点的 路網開設 進 区域 点的 路網開

設 路網 状況 応 砂 設置等 濁水 流出対策 行う  

○市内 造業者等 い 適地 搬出 中間 積場 設 市外 造

業者等 用途 合わ 利用 環境 整え  

 

森林施業 集約化 推進  

  現状  

○比較的 規模 造林地 多 大規模 造林地 公社造林地 132 団地 1,792ha 対

民 林面積比率 5.5％ あ  

○森林 地籍調査 実施率 34.4% い  

○木 生産団地 団地 ha H25 対民 林面積比率 19.4％ 設定

い  

 

課題  

○木 生産団地 設定 い 生産コ 減 生産性 向 団地

十 活 い い  

○森林経営計 作成 約 推進 必要 あ  

 

具体的 取組  

○森林経営計 作成

施業 ン

養成

市 持 情報

公共性 活

民 森林所

者 周知 行い森林経営 関心 高 地域 約

掘  

○ 地区 約 点 定 市 森林組合 協力 木 生産団地

設置 P6.( )木 生産体制 強  具体的 組 掲 中間

積場 各 設置 素 流通 点 市内外 業者 業者

供給 行う  

  経 林 …比較的高林齢 大規模 人工林 中 温泉津 井田地

区 い 高密 路網 開設 木 搬出 積場等 設置 一体 素

生産体系 実現 中的 造林作業 従来 規模 木 生産 大規

模森林経営 転  

  環境 … 瓶山 あ 整備広葉樹林 枯 被害 資源減少

進 残 林 市 管理地 あ 周辺 森林所 者 地元自治会等

地域 民参加 含 路網 開設 木 搬出 樹種転 行い

木質 イ 燃料 原 料供給 市民参加 森林 場 整備

西 原 原等観 客 観 振興 寄  
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 対象 樹種  整備体系  

温泉津井田  
 

人工林  
大規模木 生産 木 積基地 設置  

瓶山  広葉樹  
国立公園 公共森林整備 イ

燃料生産  

○市内 2 箇所あ 民国連携団地 施業 連携 国 林 行わ 施業 連携 進

約 推進 作業路網 共 使用 施業 コ 約  

 

資源 有効活用  

現状  

○大田地域 業 主力 品 あ  

○ 枯 被害 市内 資源 減少 い  

○素 生産 従事 従業員 若返 い  

 

課題  

○市内 程 資源 あ 採 能 う 把握 い い  

○構造 需要 あ 造作 等 無 歩留 悪い  

○減少 資源 効活用 構造 替わ 品 開 等 い 検討

必要 あ  

 

  具体的 取組  

○ 成 県 地域 資源 効活用推進 立

大田市森林組合 木 協会大田支部等 連携 効率的 効 的 組

行 い 推進体制  

    資源 効活用推進 推進体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

○利用 能 資源 把握 採 利用 進 併 抵抗性

植 等 確実 更新  

○大阪 古屋 東京 広島 開催 展示 商談会等 出展

木 販売業者等 売 込 品

県外出荷 1,359 ㎥ (H22) 1,788 ㎥ (H25)

増加 い 地 品 い虫被害 影響

希少 在 あ 関心 根強 あ 事業体

相互 協力 連携 供給体制 整備 高 加工

新 品 開 原木 安定確保 組

進 一層 県外販路 強 大 目指  

○素 生産 若手担い手 技術向 組  

 

木 協会大田支部

各製 所 木盛会

西部農林振興センタ 県央事務所

中山間地域研究センタ

大田市

石州素舞流

大田市森林組合

大田市木 市場協 組合

松資源有効活用推進プロ ェクト
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地域産材と木質バイオマス 利用 進  

  現状  

○ 所 工 店 構成 石見 匠 い 団 あ ”石 素舞流

う い ” 地域産 利用 進 向 活動 展開 い  

○市内 木質 イ 利用事例 少 入 利用効率

関 少 い  

 

  課題  

○地域 木 多様 利用方法 検討 必要 あ  

○木質 イ 効活用 い 方策 検討 必要 あ  

 

  具体的 取組  

○工 店 所 森林組合 連携 い 組  

○地域 利用 家 推進  

○ 大田市木 利用 進 関 基 方針 び 大田市木 利用行動(率 )計 基

い 公共施設 地域木 利用推進  

○ 成 策定 大田市地域新 ョン 基 木質

イ 活用 イ 入 進  

 

特用林産物 生産振興と森林空間 多面的利用  

  現状  

○農林家 要 収入源 い 特用林産物 特 乾 イ

外国産品 輸入 生産者 高齢 後 者 足

減少傾向 い い  

○ 瓶山 中心 豊 美 い森林環境 あ わ 市

民 森林 親 機会 い  

 

  課題  

○農林家 安定的 所得確保 イ わ び 薪

山菜等 特用林産物 生産振興 必要 あ  

○豊 美 い大田市 森林環境 効 活用 市民 都市

民 森林 親 森林空間 提供 必要 あ  

 

  具体的 取組  

○特用林産物 販売 ＪＡ 銀山 無人市 農林家 森林組合 連携体制

構築 地域 掘 起 人 育成  

○市 林 あ 期齢 広葉樹林 い 原木供給体制 構築  

○ 瓶周辺 比較的緩傾斜 あ 路網整備

進 P6 森林施業 集約化 推進 ○

地区 約 点 定 市 森林

組合 協力 木 生産団地 設置 あ

う 市 林 中心 市民等 森林 親

森林空間 設置 多角的 利用 い

検討実践  
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第  そ 他 推進事項 

  作業路網 整備  

 作業路網 整備状況 

 

 

 

路網整備 方針、方向性 目標と 林内路網密度と路網延長  

   市 林 密 成 25 現在 1.6m/ha 県 均 3.4m/ha 比較 極

い 現状 あ 市 延長 964.1 比較的長 農 地域

整備 進 木 生産 森林再生 積極的 行う 能 地

域 点的 整備 基幹路網 細部路網 あ 路網密 比較的傾斜 緩

地域 い 路網密 150m ha 程 高密路網 目指 傾斜 急 地域 50ｍ

ha程 作業 開設 目指  

   開設 あ 路面排水処理 留意 法面 抑え

コ 壊 い路網開設  

 

 路網整備等推進区域 

   計 期間内 基幹作業 併 効率的 森林施業 推進 区域 路網整備等推

進区域 表 設定  

 路網整備等推進区域 

 木 生産団地  

面積  

ha  

開設 定  

路線 

開設 定  

延長 m  

 芦谷 茶 木団地    大谷線   ,  

 団地    谷線    ,  

 津渕 中 路団地    津渕線    ,  

 高 寺団地     高 寺線    ,  

 志学団地     志学線    ,  

 山 馬 原 唐谷団地     横谷線    ,  

 横 大家 大谷団地    横 線    ,  

 西山団地     西山線    ,  

 伊勢階矢滝団地    伊勢階奥線    ,  

 冠団地    宮 線    ,  

 団地    清水線    ,  

 山団地    恵後奥線    ,  

 忍原滑谷団地     岡山線      

 朝倉団地     知 見線    ,  

区   路線数  延長 m  備考  

基幹路網 林 等   ,   

 う 林業専用   ,   

林業専用 (規 相当 )  ,   

細部路網 作業   ,   

計   ,   
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 基幹路網 整備計画  

   地域森林計 定 開設又 張 林 種類 び箇所 数 等

い 表 示  

 

  機械化 進  

 高性能林業機械 配備状況 

 

  

 

 

 

 

 

機械化 導入目標、推進方策 

大田市 い 素 生産事業体 木 録 実 素 生産 行

い 事業体 大田市森林組合 あ 大田市森林組合 採 機械 3 運 用

機械 3 6 高性能林業機械 入 い  

効率的 木 生産 実施 路網 組 合わ 必要 あ 比較的

傾斜 緩 地域 い 車両系 比較的傾斜 急 地域 い

架線系 対応  

生産性 向 生産コ 減 労働強 軽減 高性能林業機械

入 進 地形 樹種 路網 整備状況等 在来 機械 組 合

わ 効率的 作業 採用 作業 実施  

 

  技術者 養成・人材確保・事業体 育成  

 林業 従事 者 養成及び確保 方向  

現在 森林 対 施業 行 い 森林組合 経営面 体質強

必要 あ 魅力あ 職場 改善 若い労働力確保 近 あ 適

森林管理 必要 事 あ 魅力あ 職場 基盤整備

開 設  

拡 張  

別  

位  置  

(市 )  
路 線  種 類  

林 業 

専 用 道  

前 半 

５ カ年 

の計  

延 長

(ｍ )  

及 び箇

所 数  

利 用  

区 域  

国 有 林

道 との

連 絡

調 整 の 

有 無  

備 考  
面 積  

h a  

開 設  
大  田  市  5 路 線   5 路 線  5 路 線  7 6 0 0  3 7 1    

 白 谷 線 自 動 車 道  ○  ○  1 , 3 0 0  1 0 8  無   

 城 郷 線 自 動 車 道  ○  ○  1 , 4 0 0  1 1 5  無   

 陣 山 線 自 動 車 道  ○  ○  1 , 5 0 0  4 3  無   

 徳 原 藤 木 線 自 動 車 道  ○  ○  2 , 2 0 0  6 2  無   

 田 向 多 根 線 自 動 車 道  ○  ○  1 , 2 0 0  4 3  無   

拡 張  大  田  市  4 路 線   0 路 線  0 路 線  1 , 6 0 0  3 2 5    

 沖 迫 線 自 動 車 道    1 0 0  5 2  無   

 子 谷 線 自 動 車 道    5 0 0  1 6 7  無   

 栃 谷 線 自 動 車 道    5 0 0  5 0  無   

 湯 迫 線 自 動 車 道    5 0 0  5 6  無   

区    木 採  運  計  

森林組合      

林業事業体      

     

計      
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機械 進 伴う労働 軽減 あ 考え  

市 大田市林 会 NPO 法人緑 水 連絡会議 い 林研 組織

林業技術 習得 研究 経営状態 改善 向 活動 い

市 活動 期 引 育成 強 向 協力 い

 

 

 林業労働者及び林業後継者 育成方策  

今後 林業 推進 基盤整備 機械 進 作業 省力 労働強

軽減 い 必要 あ 将来的 高 技能 技術 持 人

確保 採用後 資 得 支援体制 実現等 従来型 人力主 ％造

林事業依 型森林組合 脱皮 必要 あ  

作業 等 路網開設～ 採～搬出～植 ～保育～ 採～加工 販売 一連

事業 流 考え 対応 施設整備 人 確保 行う必要 あ  

作業 機械 び軽減 ＝魅力あ 職場 ＝若い労働力確保 第一歩 あ

考え い 当面 森林組合作業班員 新規労働力 確保 向 力

対応 事業 確保 実施 向 力 広域就労 進 向 施

設整備等 時 推進 い  

 

 林業事業体 体質強化方策  

大田 邇摩地域 い 成 17 森林組合 広域合併 引 大田

市森林組合 中心 各地 在 放置森林 的確 把握 事業 推進

い  

事業実施 当 路網 整備 森林施業共 推進 結び コ 減

作業 効率 森林整備 事業体 経営基盤 強 い  

市 基盤整備 推進 自 成 早期実現 目指 森林組合 体質強

向 積極的 支援 展開  
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 森林計画制度 運用 定め 事項                

 

  森林機能 応 た機能別森林 関 事項 

森林 有 機能と望 い姿 

   森林 機能 役割 望 い姿 示  

 

  木材生産機能を有 森林  

機能区  森林機能 役割 

木 生産機能 維

持増進

施業 推進 森

林 

略称 木 等生産機

能維持増進森林  

 

木 等森林 生産 資源 持 的 生産 働  

望 い森林 状態  

林木 生育 適 土壌 木 利用 能 樹木 構成 林

等 生産基盤 充実 森林 架線 活用 木 生産 実行 能 森林 

 

  公益的機能を有 森林  

機能区  森林機能 役割 

水源 涵養機能 維

持増進

森林施業 推進

森林 

略称 水原涵養機

能維持増進森林  

土壌 降水 融雪水 透 進 流

減 洪水 調整 水 緩和 働  

望 い森林 姿  

層植生 樹木 根 水 蓄え 間 富 透

保水能力 高い森林土壌 森林 あ 必要 応 透 進 施設等

整備 い 森林 

土地 関 災害

防 び土壌 保全

機能 維持増進

森林施業

推進 森林 

略称 山地災害防

土壌保全機能維

持増進森林  

自然現象等 土砂 崩壊 流出等 抑制 山地

荒廃 防 山地災害 生 防 働  

望 い森林 状態  

層植生 生育 空間 確保 適 射 込 層植生 樹

 木 根 深 広 土壌 保持 能力 優 森林 あ 必要 応 山

 地災害 防 施設 整備 い 森林 

快適 環境 形成

機能 維持増進

森林施業

推進 森林 

略称 快適環境形

成機能維持増進森林

 

強風 飛砂 騒音等 森林 外 生 要因 生活環境 悪

防 気温 調整 快適 生活環境 保

全 形成 働  

望 い森林 状態  

樹高 高 葉 多 茂 い 遮 い能力 汚染物質 吸着能力 高 諸被

 害 対 抵抗性 高い森林 
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保健文 機能 維持

増進 森

林施業 推進

森林 

略称 保健文 機

能維持増進森林  

文 的 教育的 保健 養的 様々 活動 場 提供 感銘

え 優 自然 観 維持 増進 寄 働 並び 原生的 環

境 保護 多様 動植物 生息環境 保 等 通 森林生態系 構成

生物 保全 学術 振興 寄 働  

 

望 い森林 状態  

身近 自然 自然 ふ あい 場 適 管理 多様 樹種等

 民等 憩い 学び 場 提供 い 森林 あ 必要 応 保健 文 教育

 的活動 適 施設 整備 い 森林 

原生的 森林生態系 希少 生物 生育 生息 森林 陸域 水域 特

 生物 生育 生息 渓畔林 史跡 勝等 一体 う い あ 自然環

境 歴史的風致 構成 い 森林 あ 必要 応 文 活動 適 施設 整

備 い 森林 

 

森林機能 応 た区域設定 

   区域指定 行う 対象 森林 表 基 定  

森林 区域 機能 森林  対象 森林 

木 等生産機能維持増進森林 木 生産 視 積極的 森林経営

行う森林  

公益的機能 施業森林 複  

公 

益 

的 

機 

能 

 

施 

業 

森 

林 

水源涵養機能維持増進森

林  

保安林 水源涵養 害防備  

自然公園 第 種  

              

山地災害防 土壌保全機

能維持増進森林  

保安林 土砂流出防備 土砂崩壊防備 落石

防 防 雪害防  

山地災害危険地           

快適環境形成機能維持増

進森林  

保安林 飛砂防備 防風 魚  

                 

保健文 機能維持増進森

林  

保安林 保健 風致  

自然公園 特 保護地区 第 種 第 種  

自然環境保全地域          

 

機能別森林ごと 標準的 森林施業 方法 

   機能 森林 行う標準的 施業方法 定  

機能 森林 称 特定 森林施業 標準的 方法 

木 等生産機能維持増進森林 ○通常 期 標準 期齢  

 皆 20ha  

公 

益 

的 

機 

能 

 

施 

水源涵養機能維持増進森

林  

○ 期 延長 標準 期齢 10  又  

 皆 20ha  

○複層林施業 長 期施業  

山地災害防 土壌保全機

能維持増進森林  

○長 期施業           又  

 期 標準 期齢ェ  

 皆 20ha  

○複層林施業 採率 70％  又  

快適環境形成機能維持増

進森林  
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業 

森 

林 

保健文 機能維持増進森

林  

 維持 積 割  

○複層林施業 択  

 択 率 30％  

 維持 積 割  

 

機能別森林 所在 

   森林計 途 示  

 

 

 間伐 推進 関 事項 

間伐を実施 必要 あ と認め 森林 

   Ⅴ 第 定 間 実施 標準的 林齢 び間 標準的 方法 照

間 実施 遅 計 期間内 い 実施 必要 あ 認 森林

い 所在 明 資料 作成 間 推進  

   森林施業計 森林経営計 樹立 い 森林 い 計

い 間 実施計 載  

 

要間伐森林  

   森林法第 10条 10第 2 基 間 又 保育 適 実施 い い森林

あ 早急 実施 必要 あ 要間 森林 指定 当該森林

所 者 対 間 実施 う通知 行う  

 

 

 伐採 中止又 造林 命令 関 事項 

   森林法第 10 条 第 採 中 又 造林 命 行う 基準 い

 

 

伐採後 更新 対象樹種 

   Ⅴ 第 定 対象樹種 あ  

 

伐採後 更新 立木 本数 

   植 適確 更新 困 森林 森林 採跡地 植

数 Ⅴ 第 定 数 あ  

 

 

 森林経営計画 作成 関 事項   

森林経営計 作成 掲 事 適 計  

     植 適確 更新 困 森林 主 後 植  
     公益的機能 施業森林等 整備 関 事  
     森林 経営 委 等 実施 うえ 留意 事 び共 森林施業

実施 留意 事  

     森林病害虫 駆 び 防 火災 防 森林 保護 関 事  

     造林作業 開設 あ 周辺 濁水等 流出防 関 事  

 

路網 整備 状況 地域 実情 見 造林 保育 採 び木 搬出 一体

効率的 行う 認 区域. 
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森林法施行規則第 33条第 1号 規定 基 区域 い 定  

旧市  

 

面 

番号 

区 域 

 
林班番号 

区域面積

ha  

大田 

1 大田  
1,2,3,4,5,6,7,8,9,10,16,81,82,83,84,85,86,87,88,89, 
90 

1588 

 大田  24,25,26,27,28,29,30,31,32,33,34,35,36,37,38,39,40 1233 

 大田  11,12,13,14,15,17,18,19,20,21,22,23, 1243 

 大田  41,42,43,44,45,46,47,48,49,50,51,52,181,182,183,184 1064 

 大田  
128,129,130,131,132,133,134,135,136,137,138,139,140,
141,142,143,144,145,146,147 

1466 

 大田  
76,77,78,79,80,91,92,93,94,95,96,97,98,99,100,101,10
2,103,104,105,106,110,161,162,163,164,165 

1658 

 大田  
107,108,109,111,112,113,114,115,116,117,118,119,120,
121,122,123,124,125,126,127 

1452 

 大田  
53,54,55,56,57,58,59,60,61,62,63,64,65,66,67,68,69,7
0,71,72,73,74,75 

1671 

 大田  
148,149,150,151,152,153,154,155,156,157,158,159,160,
166,167,168,169,170,171,172,173,203,204 

1363 

10 大田  
185,186,187,188,189,190,191,192,193,194,195,196,197,
198,199,200,201,202 

1064 

11 大田  

205,206,207,208,209,210,211,212,213,214,215,216,217,
218,219,220,221,222,223,224,225,226,227,228,229,230,
231,232,233,234,235,236,237,238,239,240 

2661 

12 大田  

174,175,176,177,178,179,180,241,242,243,244,245,246,
247,248,249,250,268,269,270,271,272,278,279,280,281,
282,283 

1358 

13 大田  
251,252,253,254,255,256,257,258,259,260,261,262,263,
264,265,266,267,273,274,275,276,277 

1233 

14 大田  
284,285,286,287,288,289,290,291,292,293,294,295,296,
297,298,299,300,301,302 

1044 

15 大田  
303,304,305,306,307,308,309,310,311,312,313,314,315,
316,317,318,319,320 

1220 

16 大田  
321,322,323,324,325,326,327,328,329,330,331,332,333,
334,335,336,337,338,339,340,341,342 

1322 

17 大田  
343,344,345,346,347,348,349,350,351,352,353,354,355,
356,357,358,359,360,361,362,363,364 

1348 

仁摩 

 仁摩  
401,402,403,404,405,406,422,423,424,425,426,427,428,
429,430,431 

1075 

 仁摩  
407,408,409,410,411,412,413,414,415,416,417,418,419,
420,421 

1285 

温泉津 

 温泉津  
501,502,503,504,505,506,507,508,509,510,511,520,521,
522,523,524,525,526,527 

1349 

 温泉津  
512,513,514,515,516,517,518,519,528,529,530,531,580,
581,582,583,584,585 

1461 

 温泉津  
532,533,534,535,536,537,538,539,540,541,542,543,544,
545,546,547,548,549,550,551,552,553 

1475 

 温泉津  
554,555,556,557,558,559,560,561,562,563,564,565,566,
567,568,569,570,571,572,573,574,575,576,577,578,579 

1492 

区域計 い 谷尾根等 地理的要因 公 含 林 等路網整備状況 木 生産団

地 設定状況等 案 定  
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 森林整備・木材生産を行う際 技術的基準・指針等           

 

第  立木竹 伐採 関 事項 間伐 関 事項を除く  

 樹種別 立木 標準伐期齢 

   標準 期齢 い 地域森林計 定 指針 基 主要樹種 い 均生長 最

大 齢 基準 森林 公益的機能 既往 均 採齢 び森林 構成 案 定

 

   標準 期齢 地域 通 立木 採 主 時期 関 指標 定 あ

標準 期齢 時点 森林 採 い  

   主要樹種 標準 期齢 い 表 定  

                                           

地     域 

樹    種 

 ワ     
ｱｶﾏﾂ 

ｸﾛﾏﾂ 

 

針葉樹 
 

 

広葉樹 

全   域        

 

 

 立木 伐採 主伐 標準的 方法 

   地域森林計 定 立木 採 主 標準的 方法 関 指針 基 森林 多

面的 機能 維持増進 立地条件 地域 既往 施業体系 樹種 特性 木 需要

構造 森林 構成等 案 立木 採 主 標準的 方法 定  

    主 皆 原則  

    1 箇所あ 採面積 自然的条件 び公益的機能確保 必要性 踏 え う

え 期生産 適 規模 あ 更新 確実 行わ 規模

う配慮  

    皆 後 天然更新 行う場合 天然 種更新 び う芽更新 確実 森林 対象

更新 確保 採地 形状 母樹 保 等 配慮 必要

応 保護樹林帯 設置  

    主 時期 い 地域 森林構成等 踏 え 公益的機能 揮 調和 配

慮 用途 応 適 林齢 採 得 択 選択 場

合 森林生産力 増進 適 林 構造 誘 う 適 採率

び繰 返 期間  

➄  人工林 生産目標 採時期 表 目安 定  

                                級  

地域 樹種 
標準的 施業体系  採時期 

間 含  生産目標 期 級( ) 

全域 

  

用 一般建築   ～ 

用 大 造作   ～ 

合  用  ～ 

   用  ～ 

  
  用  ～ 

用  ～ 

 イ 原木  ～ 

広葉樹 用  ～ 

 主採 択 選択 場合 森林生産力 増進 適 林 構造 誘

う一定 立木 積 維持 積 採 ％ 採後

造林 人工林 場合 ％ 実施  
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第  造林 関 事項 

 人工造林 関 事項 

人工造林 対象樹種 

   人工造林 対象樹種 い 地域森林計 定 造林樹種 関 指針 基

適地適木 基 立地条件 地域 造林種苗 需給動向 び木 利用状況

等 案 表 定  

   定 樹種 外 樹種 植 う 場合 林業 員又 大田市農

林水産課 相談 適 樹種 選択  

 

 ○人工造林 対象森林 

区    樹  種   備  考 

人工造林 対象樹種 針葉樹 

 

広葉樹 

 ヤ ヤ ヤ

 

 

 

 

 

 

人工造林 標準的 方法 

   人工林 樹種 立 方法 植 数 い 既往 植 数 案

立 方法 ha 当 標準的 植 数 表 定  

   複層林 混交林 場合 樹 植 い 標準的 植 数 層木 外

立木 採率 樹冠占 面積又 積 率 乗 数 植

 

   定 標準的 植 数 範 超え 植 う 場合 林業 員又

大田市農林水産課 相談 適 植 数 断  

 

   人工造林 植 本数 

    植 数 主要樹種 い 従来型 造林方法 加え 成 20 島根県

策定 新 森林再生 採 森林 放置 い コ

施業 植 更新方法 選択肢 地理的条件 森林所 者 意向 案

定  

 

   ○人工造林 樹種 育成手法 植 数 

   従来型施業  用途… 主 製材 

植 樹種 育 林 手 法 植 数 ha  

      全面 5回 1回 間 3回 3,000 程  

     全面 5回 1回 間 3回 3,000 程  

      全面 5回 1回 間 3回 3,000 程  

等広葉樹 全面 5回 1回 間 0回 3,000 程  

 

   低コスト型施業  用途→ 製材、合  

植 樹種 育 林 手 法 
植 数 

   ( /ha) 
前生樹 

       
全面 5回 1回 間

回 
2,000  人工林 天然林  
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   低コスト型施業  用途→ スギ…合  広葉樹…主 チップ 

植 樹種 育 林 手 法 
植 数 

   ( /ha) 
前生樹 

     

部 3回 0回 間

0回 

1,000  

人工林 

部 3回 面 1回  

1回 間 0回 
天然林  

広  葉  樹 
部 3回 0回 間

0回 
人工林 

     注 植 数 準  

 

    樹 植 数 層木 成立 数 案 決定 基準 1,000～

2,000 ha 層木 生育 林内 相対照 30～50% 確保

 

 

   そ 他人工造林 標準的 方法 

    人工造林 標準的 方法 い 必要 応 主要 樹種 立 方法

表 定  

 

   ○ 人工造林 標準的 方法 

区   標 準 的  方 法 

地拵え 方法  採木 び 条等 植 保育作業 支 い う 整理

林地 保全 配慮  

 複層林造成時 層木 最終間 時 雑草 灌木類 倒整理

地拵え 行う 事 い 育成 層林 植 型

準 定  

植付 方法  気候 立地条件 び既往 植付 方法 案 植付 方法

定  

 広葉樹植 場合 特 土壌 劣悪 箇所 植 場合

植 考慮  

植 時期  気候 立地条件 び既往 植 時期 案 適期 植

 

 秋植え 原則 風衝地等 植 春植え  

 

伐採跡地 更新 べ 期間 

   森林資源 積極的 造成 林地 荒廃 防 地域 実情

合わ 確実 更新 行う  

   植 適確 更新 困 森林 定 い 森林 び

外 森林 い 人工造林 期間 定  

区    期   間 

植 適

確 更新 困 森林

定 い

採跡地 

皆  

主 立木 採 終了 日 含

翌 初日 起算 経過 日

造林 行う  

択  

主 立木 採 終了 日 含

翌 初日 起算 経過 日

造林 行う  
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植 適確 更新

困 森林 定 い

森林 外 採跡地 

主 立木 採 終了 日 含

翌 初日 起算 後 適確

更新 い場合 後 内 造

林 行う  

 

 

 天然更新 関 事項 

天然更新 対象樹種 

    天然更新 対象樹種 い 地域森林計 定 天然更新 対象樹種 関 指

針 基 表 定  

    天然更新 対象樹種 

区    樹  種   備  考 

天然更新 対象樹種 針葉樹 

 

等 

広葉樹 

類等 

県内 自生 広葉樹 

但 等 竹類  

い 将 来 中 高

木 う 樹 種

あ  

 

天然更新 標準的 方法 

   天然更新 標準的 方法 

     う芽更新 行う場合 採 行い 生 う芽 優劣 明

～ 目頃 株 ～ 目安 芽掻 行う 優秀 目的

樹種 少 い場合 苗木 植え込 行う  

     天然 種 更新 場合 等 更新 阻害 い 個所 い

出 地表 起 条整理等 処理 行う 更新 十 箇所

植え込 行う  

 

   低コスト型施業  用途→ チップ 

更新樹種 更 新 方 法 植 数 ha  前生樹 

広 葉 樹 う芽 天然 種 ― 天然林 

 

    天然更新 い 森林再生  

    幼齢林 い 気象害 大面積 罹災 特 場合

公益的機能 十 揮 い あ 得 市 森林所 者 び森林

組合等 林業関 者 相互 連携 注視 い  

 

   天然更新 関 そ 他 事項 

     一定期間内 確実 更新 天然更新 完了基準 定  

    ア 更新完了と 後継樹 状況 

 目  天然更新 完了基準  

樹  高  30cm 草  

密   

更新 立木 数  

期 成立 数 程  

  ※少 haあ 1,000  

 類 草 類 繁茂等 更新 阻害 い  
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    イ 更新を べ 期間 

     森林 公益的機能 維持 び早期回 立木 採 終了 日

含 翌 初日 起算 後 適確 更新  

    ウ 更新 確認方法 

     原則 現地 標準地 水 距 10mェ10m 調査 実施  

天然更新対象地面積  標準地 数  

ha  箇所  

ha  箇所  



- 21 - 

第  間伐を実施 べ 標準的 林齢，間伐及び保育 標準的 方法 
   そ 他間伐及び保育 基準 

 間伐を実施 べ 標準的 林齢及び間伐 標準的 方法 

    地域森林計 定 間 実施 標準的 林齢 び間 標準的 方法

関 指針 基 森林 立木 生育 進並び 林 健全 び利用価値

向 既往 間 方法等 案 定  

単層林施業 

    林冠 う 閉 林木相互 競 生 始 時期 開始時期 共 適

層植生 適 林 構造 維持 う 適 間 率 繰 返 期間

間 木 選定方法 必要 事 表 定  

 

 間伐を実施 べ 標準的 林齢及び間伐 標準的 方法 

樹種 施業体系 
植 数 

( ha) 

間 実施 標準的 林齢  

初回 2回目 3回目 4回目 

   

 

 

 

 

 

ｱ ｶ ﾏ ﾂ     

ｸ ﾛ ﾏ ﾂ     

 立 目標 

  690 /ha 

 (80 生時  

 立 目標 

  886 /ha 

 (80 生時  

 立 目標 

  403 /ha 

 (80 生時  

 3,000 / ha 

 

 

 3,000 / ha 

 

 

 3,000 / ha 

 16～20 

 

 

 17～21 

 

 

 12～16 

 33～37 

 

 

 27～31 

 

 

 22～26 

 47～51 

 

 

 43～47 

 

 

 33～37 

  

 

 

 

 

 

 47～51 

○間 方法 

 林 管理 作成 島根県間 指針表 用い 間 決定  

 間 木 選定 当 初回～ 回目間  

   害 木 要 病虫害被害木等  多い木 曲 木 損傷木等  

   特異 木 あ 木等   選木  

 回目間 降 収入 う選木  

 間 実施 間隔 い  

   標準 期齢 齢級 対象 15 回 間 実施 

   標準 期齢 16齢級 18齢級 対象 15 回

            間 実施 

間 数率 ％ 目安  

積 採率 35% あ 採 翌 初日  

起算 概 5 後 い 樹冠疎密 10 8 回

確実 あ 認 範 内  

 注 間 実施 標準的 林齢 初回 間 開始時期 林齢 示  

 

    高性能林業機械 間 行う場合 採 形状 列状 魚骨状等 帯

状 効率的 搬出 採後 風害 雪害等 十 考慮 列幅 決定

 

 

複層林施業 

   層木 い 育成 層林 準 行う 層木 大 競 始

う 層木 い 間 実施 適 林 構成 維持 う適

時適 行う  
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 保育 作業種別 標準的 方法 

    表 示 内容 基 植 木 生育状況 案 時期 回数 作業方法

必要 事 定  

    新 森林再生 コ 型施業 入 場合

回数等 減少 省力  

 

 従来型施業 保育 作業種別 標準的 方法 

保育 種類 樹種 
実施 標準的 林齢 び回数 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 

   

秋植  

春植  

 

秋植  

春植  

  

秋植  

春植  

 

 

○  

 

 

○  

 

 

○ 

 

○  

○  

 

○  

○  

 

○  

○ 

 

○  

○  

 

○  

○  

 

○  

○ 

 

○  

○  

 

○  

○  

 

○  

○ 

 

○  

○  

 

○  

○  

 

○  

○ 

 

○  

 

 

○  

 

 

 

 

(○ ) 

        

備 考 
 状況 実施 い  

状況 応 実施回数 減  

  

 

 

      ○  

(○) 

 

 

○ 

○  

○  

 

 

○ 

  

○  

   

備 考 
終了後 繁茂状況 応 行う  

 状況 実施 い  

打    

 

       

(○) 

  ○    

○ 

○    

○ 

備 考 
経営 目的 樹種 特性 地

※

び地利
※

等 考慮 行う  

 払い  

   

 

 

       ○   

○  

○ 

 ○    

○  

 

 

○ 

 

備 考 
状況 応 実施回数 減  

地 林地 積生産力 示 指数 気候 地勢 土壌条件等 地況因

子 総合 一般 1 段階 区 数

い 積生長 び 長生長 大 地 高い

 
地利 林地 木 搬出等 関 経 的 置 利 程 示

林 等自動車 路 距 ン 付 い  
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低コスト型施業 体系 

保育 種類 樹種 
実施林齢 時期 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 

   

[人 跡] 

秋植  

春植  

[天 跡] 
秋植  

春植  

広葉樹 

秋植  

春植  

 

 

 

△  

 

 

△  

 

 

△  

 

 

△  

△  

 

△  

△  

 

△  

△  

 

 

△  

△  

 

△  

△  

 

△  

△  

 

 

△  

 

 

△  

○  

 

△  

 

 

 

 

 

○  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

備 考 
コ 型施業 入 場合 植 数 1,000 ha  

△…部  ○…全面  示  

   

[人 跡] 

[天 跡] 
広葉樹 

      

実  

 

実 

 

施  

 

施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

い  

○  

い 

     

備 考 
コ 型施業 入 場合 植 数 1,000 ha  

 注 打 い 必要 応 実施  
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第  作業路網そ 他森林 整備 ため 必要 施設 整備 関 事項 

 路網 整備 関 事項 

 効率的 森林施業を推進 ため 路網密度 水準及び作業システム 

     並び 作業路網等整備とあわせて効率的 森林施業を推進 区域 関 事項 

     地域森林計 踏 え 効率的 森林施業 推進 林地 傾斜区 搬出方法 応

路網密 水準 表 示  

     路網密 水準 示 あ 活用 高性能林業機械 考慮 整備 路網

規 選択  

  ※車両系作業 木 木寄 架線 張 車両系機械 実施 

   架線系作業 木 木寄 イン ヤ 等 機械 用い 実施 

   機系作業 木 木寄 架線 張 機 用い 実施 

 

作業路網 整備及び維持運営 関 事項 

    路網を作設 際 規 ・構造 

      林業用路網 整備 林 規定 島根県林業専用 作設指針 島

根県森林作業 作設指針 定 規 構造  

    基幹路網 維持管理 

      開設 基幹路網 い 大田市 又 大田市森林組合 管理者

帳 作成 適 管理  

 
第  そ 他森林整備 ため 必要 事項 

 火入 実施 関 事項 

 林 火災 予防 方針 

      草原 維持 観 振興 環境保全 市民意識 高 山林火災 防 目的

行わ 瓶山西 原火入 事業 い 実行委員会 火入 指 企

運営方針 従い実施 森林法第 条第 定 目的 該当

該当法 び大田市火入 関 条例 成 17 10 1 日条例

第 175 号 定 適 実施  

 

そ 他 

保安林 法 施業 い 制限 い 森林 い 当該制限 従

施業 実施  

傾 斜 区 分 作業システム  
 路  網  密  度  m ha  路網密度  

の 目 安  基幹路網  

緩傾斜地  

 0°～15°  

車 両 系 ７ . m ha  . m ha  

７ . m ha  架 線 系 . m ha  . m ha  

集材機系  . m ha  . m ha  

中傾斜地  

1 5°～30°  

車 両 系 ７ . m ha  . m ha  

. m ha  架 線 系 . m ha  . m ha  

集材機系  . m ha  . m ha  

急傾斜地  

3 0°～35°  

車 両 系 . m ha  . m ha  

. m ha  架 線 系 . m ha  . m ha  

集材機系  . m ha  . m ha  

急峻地  

3 5°～    

架 線 系 . m ha  . m ha  

. m ha  
集材機系  . m ha  . m ha  


